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 現場施工において新技術を活用するにあたり，現在ＮＥＴＩＳに登録されている技術が数多

くあるため，適切な技術の選定が困難とされている．今回，近畿地方整備局での取り組みおよ

び適切な技術の選定方法を紹介することで，技術の選定に対する課題の解決案に寄与したいと

考える． 
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1. ＮＥＴＩＳの概要 

 「ＮＥＴＩＳ」とは，新技術情報提供システム（Ｎｅ

ｗ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

Ｓｙｓｔｅｍ）の略称であり，国土交通省が運用する新

技術活用のためのデータベースのことを示しており，イ

ンターネットを介して誰もが技術情報を検索・参照する

ことができるシステムである． 

 ＮＥＴＩＳにおける新技術とは，民間事業者により開

発された有用な技術を公共工事において積極的に活用し

ていくためのシステムとされており，新技術情報提供シ

ステムの中核となる新技術情報の収集と共有化，直轄工

事などでの試行および活用の手続き，効果の検証および

評価，さらなる改良と技術開発など一連の流れを体系化

したものであり，有用な新技術の活用促進と技術のスパ

イラルアップを目的として平成１８年８月より本格的に

運用されている． 

 

 
 

図-1 新技術活用システム（体系化イメージ） 

 

 
 

図-2 公共工事における新技術活用システム 

（技術開発のスパイラルアップイメージ） 

 

公共工事における新技術活用システムの利点として，

ＮＥＴＩＳを活用することによりＮＥＴＩＳの掲載情報

や必要な情報の共有を行うことができ，インターネット

を活用することで誰でも容易に検索することが可能なこ

とから，様々な新技術の情報を入手することができる． 

 技術開発者へのメリットとして，ＮＥＴＩＳに登録さ

れると，発注者や施工業者，コンサルタントなどに情報

が提供されることにより，活用される機会が増えること

が期待できる．そして，登録された技術が公共工事で活

用され，活用の効果が優れていた技術は「有用な新技

術」に選定されることがある． 

 また，新技術の活用促進を図るために，平成１８年よ

り(1) 工事成績評定点や(2) 総合評価方式の技術評価点向

上などＮＥＴＩＳの活用を促すことで，建設企業にとっ

てもメリットが発生する． 

 

イノベーション部門Ⅰ：No.13

1



(1)   工事成績評定点 

 ＮＥＴＩＳ登録技術を活用した施工を実施した場合，

工事が完成した段階で発注者より採点される工事成績評

定点の対象となり，施工コストの縮減や工期短縮の実現

など活用の効果が発注者で評価されると主任技術評価官

で最大２点の加算（実加点は２×４０％＝最大０．８

点）となり，次回以降の入札に有利となる． 

 

図-3 新技術の活用提案に対する工事成績評価加点表 

（令和６年４月公告より） 

 

(2)   総合評価方式の技術評価点向上 

 落札価格と技術提案の優劣を数値化して落札者を判定

する「総合評価落札方式」において，ＮＥＴＩＳ登録技

術を採用した技術提案を行うことで技術評価点の向上が

見込まれる． 

 

 ＮＥＴＩＳの掲載期間について，ＮＥＴＩＳに登録し

た翌年度から１０年間とされる中で，活用効果調査表５

件で事後評価対象（新技術活用評価会議の対象技術）と

なるＡ技術（評価されていない技術），評価後活用効果

調査表１０件で次の事後評価対象となるＶＲ技術（評価

済みの技術のうち継続調査（活用効果調査）などの対象

とする技術），評価後事後評価を実施しないＶＥ技術

（評価済みの技術のうち継続調査（活用効果調査）不要

の技術）がある.登録技術の掲載期間中に「推奨技術，

準推奨技術」に選定された場合，掲載期間が１５年間

（５年延長）になる． 

 
図-4 ＮＥＴＩＳの掲載期間 

（ＮＥＴＩＳ登録から掲載終了までのイメージ） 

 

 ＮＥＴＩＳに掲載されている有用な新技術の決定方法

についてだが，まず各地方整備局などで実施される新技

術活用評価会議において，優れた技術の活用促進を図る

ため，「活用促進技術」が評価・選定される．次に，各

地方整備局で推薦された技術を新技術活用スキーム検討

会議（本省）にて選定される．選考要件として，従来に

比べ飛躍的な改善効果を発揮することや先駆的な取り組

みであり幅広い活用が期待される技術などがある． 

 有用な新技術については，「推奨技術」もしくは「準

推奨技術」として選定される．これらは，公共工事など

に関する技術の水準を一層高めるために選定された画期

的な技術とされている． 

 また，他機関などの実績に基づき，公共工事などに関

する技術水準を高めることが見込める技術については

「評価促進技術」に位置付けられる． 

 
 

図-5 新技術活用システムの概要 

（ＮＥＴＩＳ登録から事後評価までのフロー） 

 

2. 新技術の活用 

 新技術の活用にあたり，(1) 施工者選定型，(2) 発注者

指定型，(3) 試行申請型，(4) フィールド提供型があるが，

その中でも施工者希望型または発注者指定型が主に活用

されている． 

 新技術の活用についての概要は，以下のとおりとする． 

 

(1)   施工者選定型 

 施工者から契約前および契約後に提案される形式． 

 

(2)   発注者指定型 

 発注者が具体的に技術を指定して活用する形式である

が，テーマに基づく複数の新技術を提示し，契約後に施

工者が新技術を選択する形式の選択肢提示型もある． 

 

(3)  試行申請型 

 ＮＥＴＩＳ申請者の申請がなされた事後評価未実施技

術を対象に事前審査の結果を踏まえて活用を行う形式で

あり，実際の施工現場で活用された場合，評価会議など

で技術の成立性・安定性・優位性・現場的要請について

評価が行われる． 
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 また，試行申請型には，ＮＥＴＩＳ申請者による申請

に基づき発注者指定で活用する「発注者指定型」と，請

負契約締結後に施工者の提案申請に基づき活用する「請

負契約締結後提案」がある． 

 さらに，試行申請型での活用の場合，活用効果調査と

併せて試行調査を行い，直轄工事などにおいて技術の成

立性など申請情報の妥当性を確認するための調査であり，

ＮＥＴＩＳ申請者が試行調査計画に基づき実施される．

なお，試行調査に係る費用はＮＥＴＩＳ申請者の負担と

する． 

 

(4)  フィールド提供型 

 現場ニーズなどにより，実際のフィールド（現場）を

想定し，求める技術用件を明確にしたうえで，技術を開

発した民間事業者などから技術提案の募集を行い，応募

されたＮＥＴＩＳ登録技術について審査･選考し，工事

などの発注に当たって発注者が選考された新技術を指定

することにより試行し，事後評価を実施する． 

 

3. ＮＥＴＩＳにおける課題 

 ＮＥＴＩＳについては，これまで様々な技術が登録さ

れてきた中で，令和７年３月時点での全国の登録件数は

３７２１件あり，そこから評価された技術が８８８件あ

るが，登録技術に対して評価会議に掛けられていない技

術は約７６％（２８３３件）となっている． 

 また，近畿地方整備局としても年間で何十件，時には

百件以上もの技術が登録されてきたが，新技術の登録か

ら掲載期間（１０年間）においても，新技術活用原則化

もあり活用件数は増えてきているが，令和７年３月時点

での近畿地方整備局の登録件数は７３４件あり，そこか

ら評価された技術が１２７件あるが，登録技術に対して，

評価会議に掛けられていない技術は約８３％（６０７

件）となっており，全国での評価会議に掛けられていな

い技術の割合に類似する傾向となっている．これらにつ

いては，活用される技術に偏りがある，もしくは積極的

に活用したいと思える技術が少ないなどの要因が推察さ

れる． 

前述より，登録技術が有効に活用されていなかった要

因として，これまでも新技術の検索条件を設定すること

である程度技術を絞り込むことができていたが，実際の

ところ様々な技術や活用方法が存在する中で，どれを活

用すれば良いのかが分からず，検索結果として複数の類

似技術が検出されてしまうため，数多くある登録技術の

中から最適な技術の抽出が困難であることが課題と考え

る． 

 

（参考）登録技術の種別記号一覧 

Ａ ： 登録技術（未評価・未活用技術） 

ＡＧ： 未評価・未活用のまま掲載期間が終了した 

Ａ技術 

ＶＲ： 新技術活用評価会議において継続調査が必要

な技術 

ＶＥ： 新技術活用評価会議において継続調査が不要

な技術 

ＶＧ： 掲載期間が終了したＶ技術 

 
 

図-5 新技術（ＮＥＴＩＳ）登録技術件数 

（全国での登録件数） 

 

 
 

表-1 ＮＥＴＩＳ登録情報件数一覧表 

（近畿地方整備局（ＫＫ－）のみ） 

 

4. 近畿地方整備局での取り組み 

 前述３．に記載のとおりＮＥＴＩＳにおける登録技術

の中から最適な技術の抽出が困難であることが課題と考

えるなかで，近畿地方整備局では (1) ニーズ・シーズの

マッチングや (2) ＤＸコンペの実証実験などを実施して

おり，これらは，直轄現場のフィールドで活用技術の検

証を実施し，その検証結果の公表などの取り組みを行っ

ている． 

また，新技術の選定が困難な場合に(3) テーマ設定型

にて対象技術の比較表を公表するなどの取り組みを行っ

ている． 

取り組み内容の紹介については，以下のとおりとする． 
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(1)   ニーズ・シーズのマッチング 

 ニーズ・シーズの概要として，建設現場の生産性向上

を図ることを目的に，新規で開発した技術を現場に導入

するため，新技術の発掘や企業間での連携を促進し，建

設現場の生産性向上を目指す取り組みとして，建設現場

におけるニーズとそれに応えるシーズ技術のマッチング

を令和元年度より行っており，現場試行・検証を行うこ

とで，最新技術の現場導入を支援するものである． 

令和６年度では，１０月２４日（木）に「大手前合同

庁舎」にて実施し，現場ニーズ１２件について技術シー

ズを公募した結果，２件の現場ニーズ「樋門躯体内の流

況を見える化する技術」（福知山河川国道事務所）と，

「道路上のイタドリや葛をなくす技術」（福井河川国道

事務所）に対して５技術の応募があり，この全てにおい

てマッチングが成立し現場試行を順次実施する予定であ

る． 

躯体内の流況を見える化する技術については，出水期

に活用する技術であり，道路上のイタドリや葛をなくす

技術についても，夏場の効果を検証するため，いずれも

令和７年度に実施および経過の検証を確認の上，別途近

畿地方整備局のＨＰにて「検証結果を公表」していく予

定である． 

ニーズ・シーズについては，令和元年度から全国の各

事務所で実施されており，各々の整備局においても検証

結果を公表しているなかで，近畿地方整備局でも毎年

「建設現場ニーズと技術シーズのマッチング成立」の結

果を公表している． 

ニーズについては，事務所で何が困っているのかを掲

載しているため，技術開発者にとってもヒントになるも

のと考える．また，シーズの内容についても，結果をみ

た他のシーズ会社もこの技術以上のものを開発できるの

ではないかなど技術開発の参考にもなり，さらに良い技

術を開発できることを期待している． 

この取り組みを行うことで，実際に使用した現場での

検証結果が公表されているため，良い結果であれば数多

くある登録技術のなかから選択するうえで，参考になる． 

 

(2)   ＤＸコンペの実証実験 

 ＤＸコンペの概要として，日常生活におけるニーズを

もとに社会資本や公共サービスを変革するとともに，業

務そのものや，働き方を変革し，インフラへの理解を促

進させ，安心・安全で豊かな生活を実現するため，イン

フラ分野のＤＸを推進している． 

 近畿地方整備局では，これまで生産性向上として取り

組んできたｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎなどをより進

化させるため，インフラＤＸを推進しており，ＤＸコン

ペを開催することでインフラ分野のＤＸに活用できる画

期的な技術を発掘し，優れた技術には試行フィールドを

提供し，実証実験（現場検証）結果を公表することでさ

らなる技術開発に繋がると考える． 

 令和６年度は令和６年１１月７日（木）に「建設技術

展２０２４近畿」（インテックス大阪）にて実施し，１

９社が３分程度の動画を含めたプレゼンテーションを行

い，審査の結果，３次元配筋施工図の詳細設計システム

（清水建設株式会社）とＡＩ安全帯不使用者検知システ

ム「ＫＡＫＥＲＵ」（株式会社奥村組）が優秀技術賞に

選定・表彰された． 

 優秀技術賞に選定された技術は，近畿地方整備局の管

理または事業実施箇所において，試行フィールドの提供

を受けることができ，それぞれ現場検証を実施した． 

 DXコンペは近畿独自の取り組みで令和４年度から実

施しており，こちらも応募頂いた技術の発表結果（優秀

技術賞など）を公表している． 

DXコンペにおいても，インフラ分野のＤＸに活用で

きる優れた技術の発掘（結果の公表）を推進し，新規で

開発された画期的な技術が試行フィールドなどで活用さ

れることで今後の技術開発の促進に繋がると推察される

が，ＤＸコンペについては令和４年度からの取り組みの

ため，近畿地方整備局として引き続き継続していく必要

がある． 

こちらの取り組みもまた，現場で実証した結果をもと

に数多くある登録技術のなかから最適かつ優れた技術の

抽出がされやすくなると推察されることから，今後の新

技術の活用に寄与すると考える． 

 

 
 

写真-1 ニーズ・シーズのマッチングイベント 

 

 

 

写真-2 インフラＤＸコンペ（建設技術展２０２４） 

 

(3)  テーマ設定型の比較 

 テーマ設定型の概要として，現在登録されているＮＥ

ＴＩＳの情報だけでは評価項目や評価方法が開発者毎に

バラツキがあり，発注者や施工者が使用目的に沿った最
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適な技術を選定することが困難なことから，テーマを設

定することで当該テーマに合致した類似技術について，

特徴を明確にした技術比較表を作成し，各工事に適した

新技術の活用を促進するものである． 

 この技術比較表については，現場にあった最適な技術

を選択するうえで有効なものであるが，ＮＥＴＩＳ利用

者により認知して貰えるよう周知（ＰＲ）していく必要

がある． 

 

 
表-2 テーマ設定型の技術比較表（抜粋） 

 

 また，ＮＥＴＩＳの適切な活用を促すための活動とし

て，ＮＥＴＩＳの活用に関する説明会を毎年開催してお

り，令和６年度に開催した説明会では，日々の業務効率

化を目的として，令和４年４月よりＮＥＴＩＳの入力シ

ステム改良に伴い，新技術活用計画書や新技術活用実施

報告書および活用効果調査表などの関係資料一式につい

てはオンラインにて作成および提出となった旨を説明し，

オンラインでの作成および提出までの作業手順や留意事

項の説明や新技術（ＮＥＴＩＳ）に関する紹介を行うこ

とで，説明会参加者のＮＥＴＩＳに対する理解を深める

よう努めた． 

 ＮＥＴＩＳの登録におけるオンラインによる入力シス

テム化が進んでいくことで，これまで行ってきた提出用

ファイルのダウンロード作業やメールでのやりとりが不

要となり，結果として業務の効率化に繋がると推察する． 

 

 

図-6 提出書類に関するオンライン化イメージ 

5. 今後の取り組みについて 

 令和７年度も引き続き，ニーズ・シーズマッチングイ

ベント及びDXコンペを実施していく． 

 これらのイベントを継続することで，これまでの内容

（実績）について，近畿技術事務所のＨＰで試行フィー

ルドなどの「現場検証結果」や新技術に関する説明会や

出前講座，動画公開など近畿技術事務所としての取り組

みに対する周知（ＰＲ）を行う． 

 

6. まとめ 

 ニーズ・シーズについては，マッチングが成立した技

術の検証結果を公表することで，現場ニーズ（困りご

と）に対して，引き続きマッチングイベントを行うこと

で現場ニーズに適した技術が選びやすくなると考え，例

えば道路上のイタドリや葛のような雑草の繁茂など全国

的にありふれていながら半永続的な課題に対し，それに

応えるためのシーズ技術を開発の途中段階でも手を挙げ

て頂けるような呼びかけを行い，実際のフィールドで検

証し，その結果を公表していくことが重要と考えている． 

 

 ＤＸコンペについては，画期的かつ優れた技術に対し

て試行フィールドを提供し，現場検証結果を公表するこ

とで，優れた技術であれば活用されやすくなり，また数

多くある登録技術の中から最適な技術の抽出が困難であ

るという課題解決に繋がり，これから新技術を申請する

業者にとっても，実際に現場検証する機会を得ることで，

新技術の登録，さらには新たな登録技術の活用に繋がる

と推察されることから，引き続きＤＸコンペなどの取り

組みは継続していく必要があると考える． 

 

前述に述べた内容について，将来的に実現および継続

することにより，今後の新技術の積極的な活用にも寄与

する取り組みに繋がると推察する． 

 

 最後に，近畿技術事務所に所属していた時期は令和6

年度の１年間であったが，新技術説明会を始めニーズ・

シーズのマッチングやＤＸコンペなど様々なイベントに

参加する機会を得ることができた．令和７年度より大阪

国道事務所へ異動となったが，近畿技術事務所で得た経

験をもとに，工事に活用される新技術について，現場条

件に対して最適な技術が活用されているのかなど，新技

術に関わった経験を活かし，より現場で効果的な技術を

抽出できるためにも新技術の活用に関する理解を深めて

いく次第である． 
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